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技術戦略におけるAIとその利活用の取り組み

パナソニックグループは物と心が共に豊かな理想の社会の実現を掲げ、事

業活動を通じて人々のくらしをより便利で豊かに、より良くすることを目指

しており、この理念は現在も事業と技術開発の根幹を成しています。近年は

喫緊の課題である 「地球環境問題の解決」と 「お客様一人ひとりの生涯にわ

たる健康・安全・快適」 にお役立ちを果たすことを目指し、研究開発を推進

しています。

その中で私はパナソニックグループ全体の技術開発や環境、知的財産を担

うグループCTOとして、技術の側面からこれらの取り組みを支え、各社の技

術部門と連携しながら使命達成の確度を高める役割を担っています。

現時点で 「地球環境問題の解決」については、パナソニック グリーンインパ

クト （PGI）活動が有効に機能し、事業・技術・事業場を横断したグループ全

体の取り組みとして一定の成果につながってきました。この統合報告書 （P33

～37ご参照）では、PGIの進捗と今後の重点取り組みを中心に、国際標準化

や国際発信、削減貢献量の社会的認知向上、知的財産を通じたCO2削減の

取り組みを紹介します。あわせて、パナソニック ホールディングスとしての

新技術開発の方向性や、各事業場で積み重ねてきた現場起点の取り組みも

取り上げます。

また 「お客様一人ひとりの生涯にわたる健康・安全・快適」については、 

AIの利活用が大きな役割を果たすと考えており、製品やサービスの品質・安

全性の高度化や、安心して使い続けられる仕組みづくりなどを、事業会社と

ともに技術とAIの両面から検討することを開始しています。

私たちの目的は研究開発そのものではなく、技術を社会に実装し、より

良いくらしと環境負荷低減につなげることにあります。今後も、 「地球環境

問題の解決」と 「お客様一人ひとりの生涯にわたる健康・安全・快適」にお

役立ちを果たすことを目指し、新しい技術やサービスの提案を含め、事業会

社との対話を重ねながら、実装を見据えた研究開発を粘り強く進めていき

ます。

社会におけるAI活用が急速に進み、サイバー空間では業務の効率化が進

展してきました。 またこれからは、その成果を現実世界へとフィードバック

するCPS(Cyber-Physical System)やフィジカルAIの活用を通じてさら

に進んでいくと考えられます。

パナソニックグループをはじめとする日本の製造業の強みは、製造現場で

培われてきた暗黙知や品質担保のプロセスであり、これらをAIに活用する

ことで、他国との差別化や新たな価値創出につながる可能性があります。

今年度から、榊原さんに、グループCAIOとして参画いただくことで、よ

り実効性の高いAI活用と価値創出に向けた取り組みの推進が期待されてい

ます。

パナソニックグループの技術力のさらなる進化にご期待ください。

Panasonicの

モノづくりを礎に、

AIの進化と向き合う

執行役員 

グループ・チーフ・テクノロジー・オフィサー 

（グループCTO）

小川 立夫

グループCTOメッセージ

2026年4月、パナソニック ホールディングスでは、顧客課題の解決およ

び内部オペレーションへのAI利活用の加速をグループ横断でリードするポ

ジションとして、グループCAIOが新設され、私がその役割を担うことにな

りました。

これまで、パナソニック コネクト （株）のCTOとして、R&Dの近代化や、サ

プライチェーンソリューション事業をグローバルに展開するBlue Yonder社

との連携では技術シナジーを意識した取り組みを進めるなど、SaaSビジネス

への展開に携わってきました。 また、AIやアジャイルソフトウェア開発に関し

ては、専門性が求められる領域における、実践を通じて知見を重ねてきました。

今後はAIを活用したビジネス変革をリードしながら、ハードウェアやソ

フトウェア事業、ソリューション事業の拡大を実現すべく、グループ全体の

AI戦略策定やAI技術開発、グループ内へのAI実装を一層強化していき

ます。

執行役員 

グループ・チーフ・AI・オフィサー  

（グループCAIO）

榊原　彰

AIを活用した

ビジネス変革に向けて
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技術戦略におけるAIとその利活用の取り組み

生きがい・働きがいを生み出すAI利活用

当社グループでは、有意義な時間の創出を目指し、現場で培われてきた暗黙知や改善ノウハウを、セン

サーやAIによって可視化・分析する取り組みを進めています。現場とサイバー空間を循環させることで、

現場の質と生産性の両立を支える現場CPS1.0は、これまで多くの現場に展開され、作業効率の向上や

計画業務の高度化といった成果を積み重ねてきました。その背景には、カメラや各種センサーのデータ

をAIで解析することで、作業行動や工程の状態を継続的に把握してきたことがあります。 これにより、

現場改善を支える共通のデータ基盤とノウハウの蓄積が進みました。 こうしたAIによる可視化・分析で

得られた知見を踏まえ、2025年には、複数工程を横断して全体最適を図る現場CPS2.0へと進化しま

した。過去の事例や現場ノウハウを学習したAIエージェントが、人と対話しながら改善の方向性を示すこ

とで、現場の判断を支援し、業務プロセスそのものの再設計を可能にしています。

今後は製造分野に加え、サービス業やエッセンシャルワークなど幅広い現場への応用を進め、働く人

の負荷軽減や安全性向上、本来価値を生み出す時間の最大化につなげていきます。 我々はこの現場

CPS2.0を、働き方そのものを支える基盤技術として磨き上げ、「ディーセント・ワーク」（働きがいのあ

る人間らしい仕事／働く価値のある仕事）の実現に貢献していきます。

※�現場CPS （Cyber-Physical System）：IoTやAIを活用してサイバー空間 （仮想的な空間）と物理空間 （Physical空間）を結び、現場作業のスマート運営

を行うこと

AIインフラを支えるモノづくり

既に当社グループは、高密度化したデータサーバーの発熱課題に対し、導電性高分子コンデンサ 「SP-

Cap」や多層基板材料 「MEGTRON」、「蓄電池バックアップユニット （BBU）」等、省エネ・熱対策デバイス

を提供しています。さらに、冷却液分配ユニット搭載を前提とした高性能冷却水循環ポンプでは、筐体サイ

ズを維持したまま流量を約75%向上させ、長寿命・省メンテナンスを実現しています。今後もこれまでの

当社グループの知見を活かし、AIデータセンターの安定稼働と運用効率向上を同時に支える新技術、新商

品の開発を進めます。（AIインフラを支える材料・デバイスに関する取り組みの詳細についてはこちらをご参照ください。）

AI先進企業との連携を通じたソリューションビジネスの進化

2025年、パナソニック コネクト （株）の子会社であるBlue Yonder社は、Microsoft Azure AI 

Foundryとのコラボレーションを発表しました。本取り組みでは、AIエージェントやソリューションを進化

させ、サプライチェーンに関わる課題解決に共同して取り組んでいます。これらの活動が高く評価され、同

年11月にはMicrosoftのグローバルISVパートナーオブザイヤーに選出されました。また米Snowflake

とも連携しサプライチェーン特化のグラフデータベースを自動作成する仕組みを開発しています。

さらに2026年には、 NVIDIAと協力し、 サプライチェー

ンにおける意思決定データや運用の専門知識をNVIDIAの

Nemotronと組み合わせ、オートノマス （自律型）サプライチェー

ン向けAIシステムの開発を加速することをBlue Yonder ICON 

2026で発表しました。 今後も、グローバルにAI先進企業との

連携を強化し新たな効果的サービスを生み出していきます。

一方、国内においては、AI先進企業との連携の一つとして、パナソニックグループの得意とする顔認証

技術を日立製作所の生体認証、AIと組み合わせ*、次世代デジタル認証サービスの実現を目指しています。

* https://news.panasonic.com/jp/topics/206700

AI関連の発表リスト

 �サプライチェーンの 「限界を超える」――Blue Yonderが発表した、人とAIの協働を実現する次世代ソリューションとは？, 

2025.6.6

https://connect.panasonic.com/jp-ja/gemba/article/blue-yonder-icon2025

 �Blue Yonder recognized as the winner of 2025 Microsoft Global ISV Partner of the Year, 2025.11.13

https://blueyonder.com/media/2025/blue-yonder-2025-microsoft-global-isv-partner

 �Blue Yonder Named Snowflake Retail and Consumer Goods Data Cloud Product Partner of the Year, 

2025.6.4

https://blueyonder.com/media/2025/blue-yonder-named-snowflake-retail-and-consumer-goods-

data-cloud-product-partner-of-the-year

 �パナソニック コネクトの 「顔認証SDK」が、日立製作所の指静脈認証管理システムに採用 顔認証機能の追加により、さらに便

利でセキュリティ性の高い認証に貢献, 2025.12.17

https://news.panasonic.com/jp/press/jn251217-1

あくまで改善は人の手に委ねられていた 「1.0」から、AIエージェントとともに対話を重ね、

個別ではなく全体最適で現場改善を実現できる 「2.0」への進化

※フィードフォワードシステム：現場の学びを設計・計画に前倒しで反映すること

エージェントなどのAI群と大量データを用いて、現場全体の業務プロセス

を効率化、運用の最適化まで支援=現場スマート運営

現場全体で

ユーザとの対話を通し

最適な運営を支援

（フィードフォワード）

エージェントと対話·協働しながら、ムリ·ムダ·ムラを未然に防止

従業員データ
（行動·身体·心）

現場インテリジェンス 現場適応型エージェント

カイゼン

保守

コスト

やりがい

安全

異常

計画

設計

リソース

軽量軽AI

現場DB

学習モデル

エージェント

現場データ 現場データ 全工程·設備データ

現場CPS2.0（フィードフォワードシステム）

https://news.panasonic.com/jp/stories/18272
https://blueyonder.com/media/2025/blue-yonder-named-snowflake-retail-and-consumer-goods-data-cloud-product-partner-of-the-year
https://blueyonder.com/media/2025/blue-yonder-named-snowflake-retail-and-consumer-goods-data-cloud-product-partner-of-the-year
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組織カルチャー変革

2025年度を振り返って、社員や組織はどのように変化し

てきたと感じていますか？

2025年度は、大規模な経営改革に、強い意思で取り組んだ1年でしたが、

人材ポートフォリオマネジメントの観点からは、今後のグループの成長に向け

てリーンな組織を実現することができました。人員の適正化にとどまらず、

事業を通じて社会やお客様へのお役立ちを一層高める体制への転換を目指

し、階層削減による組織のフラット化、内部調整負荷の軽減、権限委譲による

意思決定の迅速化を進め、現場の挑戦を加速させてきました。一方、想定以

上に人的リソースが減少した組織もある中で、仕事の進め方そのものも見直

し、AI活用を核に経営基盤の変革を進める 「Panasonic Transformation 

（PX）」と連動した新たなプロセス構築に挑戦しており、現在は、少数精鋭で

成果を生み出す組織へと転換していく局面にあると捉えています。なお、一

般的にはこうした大きな改革を進めると、社員の意欲や会社に対する信頼は

低下する傾向がありますが、当社グループにおいては、経営改革の渦中にあっ

ても、事業単位の組織でみると約半数でそれらに関連性の高い指標はむし

ろ良化しました。そうした良化を示した組織においては 「組織の壁を越えて、

協力しやすくなった」「成果を出しやすい体制になった」と感じる社員が７割

を超えており、こうした変化はまさに、今回の経営改革の大きな狙いの一つ

に沿うものでした。

今後は、経営改革を通じて獲得したリーンな状態を維持しながら、2026

年5月にお示ししたグループ成長戦略に沿って、デバイス領域、ソリューショ

ン領域、スマートライフ領域のそれぞれで求められる人材をしっかりと育成

していくことが大変重要だと考えています。どれほど優れた成長戦略であっ

ても、それを実際に実行するのは人材一人ひとりであり、ゆえに戦略の成否

は人材一人ひとりの行動やそれを取り巻く組織カルチャーに掛かっているの

です。だからこそ私は、人的資本経営を、成長戦略の実行そのものに関わる

重要な経営アジェンダと位置付けているのです。

当社グループの人的資本経営が目指す方向性について 

教えてください。

経営基本方針という揺るぎない軸の存在と、それに基づき社会やお客様

のお役に立ちたいという思いを強くもった社員が数多くいることは、当社グ

ループの大きな強みだと感じてきました。私は、これまで複数の外資系企業

の人事部門でキャリアを積み、日系スタートアップ企業でのＣＨＲＯも経験し

たのち、2024年7月に当社のグループＣＨＲＯに就任しましたが、パナソニッ

クグループの一員となって、経営基本方針が社員の日々の会話や行動、判断

の中にまで根付いていることには、非常に驚きました。

当社グループには元来、「物をつくる前に人をつくる」「事業は人なり」とい

う考え方があり、人を育て、人を活かすということは経営の中心に据えてき

ました。我々が行っている人的資本経営や推し進めている組織カルチャー変

革も、決して新たな概念を掲げているものではなく、経営基本方針をはじめ

創業以来大切にしてきた考え方を、現代の事業環境や組織運営に合わせて

どう体現していくかという取り組みなのです。

当社グループの人材が持つポテンシャルをさらに発揮する

ため、どのような取り組みを進めていくのでしょうか。

グループCEOの楠見ともよく議論していますが、当社グループが直面し

ている課題として、組織の拡大と歴史の積み重ねにより、前例やルールが増

え、環境変化に応じた意思決定が難しくなってきた面があり、ルールベース

からプリンシプル （原理原則）ベースへ意思決定の仕組みを変えていく必要

があります。 また、そうした前例やルールに縛られることに加え、組織の壁

や失敗への恐れが、社員による挑戦を妨げている側面もあり、「組織カルチャー

変革」を通じて、人と組織のポテンシャルを解き放ち、挑戦と能力発揮を後押

しする環境を整えていく必要もあります。

人の可能性を、

事業の力へ

執行役員 

グループ・チーフ・ヒューマン・リソースオフィサー 

（グループCHRO）

木下 達夫

グループCHROメッセージ

Q1 Q2

Q3

https://holdings.panasonic/jp/corporate/about/dx.html
https://holdings.panasonic/jp/corporate/about/dx.html
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組織カルチャー変革

こうした課題を解決するためには、そうした環境変化がおのずと形成さ

れていくのを待つのではなく、経営責任者や組織責任者が自らの経営の意

思として、そうした変化を主体的に構築していく必要があります。 現在取り

組んでいる組織カルチャー変革はまさにそうした考えに沿うもので、「働き

やすさ」や 「風通しのよさ」といった職場環境の改善にとどまらず、事業戦略

の実現と成果創出を可能にする組織カルチャーを意図的にデザインし、進化

させていこうとする取り組みなのです。 もちろん経営責任者や組織責任者

が起点となりながらも、彼らだけで実現できるものではなく、周囲をどれだ

け巻き込めるかが鍵になります。これは上意下達ではなく、共創によって推

進していくもので、そのためにはコミュニケーションのあり方そのものも大

きく進化させていく必要があります。実際にそうした変革が進んでいる組織

では、リーダーを起点にさまざまな取り組みが実践されています。

こうした取り組みを支える中核となるのが 「UNLOCK」であり、我々はこ

れを、社員一人ひとりのポテンシャルの発揮を妨げる阻害要因を取り除き、

その力を、最大限に引き出して、成長できる環境をつくる全社的な取り組み

と位置付けています。 人は、「適切なレベルの挑戦」と 「能力発揮を阻害する

要因がない状態」がそろうことで、最大限の能力を発揮しやすくなります。

創業者・松下幸之助もかつて、「仕事にはまりこみ、時間も忘れ、疲れも知ら

ず熱中する」、「ただ働くことが愉快でたまらない」——こうした状態を提供

することこそが、社員への 「最上の贈り物」だと語っています。UNLOCKは、

この考えが源流であり、いわば原点回帰なのです。

そして当社グループ全体をUNLOCKするには、 まず人事が自らを

UNLOCKしなければなりません。経営責任者や組織責任者に伴走しながら

現場の課題に向き合い、行動変容につなげていく。その実装こそが人事の役

割です。従来のルールベースのやり方や守りの発想にとどまっていては、変

革を進めることはできません。ＡＩを利活用した人事機能の変革を推進し、人

事制度や業務プロセス、社員・マネージャーが活用する基盤を進化させ、「事

業は人なり」の体現に向けて、事業成果と社員の幸せの両立を追求していき

ます。

目指すのは、社員一人ひとりが大胆に高みを目指す熱量の高い 「燃える集

団」です。戦略の実行力を高め、事業を成長させることで、企業価値の向上、

ひいては、物と心が共に豊かな理想の社会の実現につなげていきたいと考

えています。

「パナソニックが変われば、社会が変わる」。私は心からそう信じています。

人の可能性を事業の力へ。そして、よりよい社会の実現へ。パナソニックグルー

プ全体で組織カルチャー変革を進めていきます。

 �パナソニックグループの人的資本経営については、こちらで詳しく紹介しています。 

（随時更新）

https://holdings.panasonic/jp/corporate/sustainability/human-capital-

management.html

 �本インタビュー詳細

https://news.panasonic.com/jp/stories/18802

https://holdings.panasonic/jp/corporate/sustainability/human-capital-management.html
https://holdings.panasonic/jp/corporate/sustainability/human-capital-management.html
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